
お 茶 の 水女子大学附属幼稚園 ・ 小 学校 ・ 中 学 校 ・ 高 等 学 校が共通 にめ ざ し て い る も の

お茶の水女子大学附属幼稚園・小学校・中学校・高等学校（附属学校園）には、次の

「 教 育 の 柱」「 研 究 の 柱 」 が あ り 、 そ れ に し た が っ て 入 学選 考 、 入 学 検 定が 行 わ れ る こ

とになっています。

附 属 学 校 園 の 「 教 育 の 柱 」 は 、「 自 主 的 に も の ご と に 取り 組 み 、 自 分 の考 え を 持 ち 、

他 者 と の 協 力 関 係 を き ず く こ と の で き る 幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の 育 成 」 です 。「 研 究 の 柱 」

は 、「 乳 幼 児 期 か ら 青 年 期 ま で の 教 育 を 人 間 発 達 の 視 点 から と ら え て カ リキ ュ ラ ム 開 発

を行い、各校園の連携のもとに実践・研究をすすめ、その教育効果を評価すること」で

す。

附属学校園は、上記の考えをもとに、新しい研究的な教育実践に柔軟に対応する姿勢

を有する幼児・児童・生徒を受け入れます。

本校 を 志望 さ れ る 保護 者 の皆様 へ

本校 の使 命 と 性格

本 校 は 、 小 学校教育 の理論及び実際 に関 す る実践 的研究 を 行 う 学校で す 。

本 校 は 、 大 学 附 設 の 教 育 機関 と し て 、 大 学 と 協 力 し て 小 学 校 教 育 の 理 論 及 び 実 際 に 関 す る 実

験的 研究 を 行 い 、 わ が 国 の 小学校教育 の進歩 ・ 向 上 の た め に 貢献 す る使命 を持 っ て い ま す 。

このため、日々実践研究を積み重ね、毎年「教育実際指導研究会」を開いて、全国から

の多くの先生方に授業を公開しています。文部科学省の研究開発学校の指定を受け、新し

いカリキュラム開発などの研究に取り組むこともあります。

このような性格を持った学校であるため、以下のような諸点で公立学校等と異なります。

① 研 究 校 と し て の 使 命 を 果 た す た め 、 先 進 的 な 研 究 主 題 を 掲 げ 、 そ の 実 証 研 究 の た め に 、

カ リ キ ュ ラ ム 、 教 育 内容 、 方 法 を 開発 し 、 柔 軟 に 学習指導 を 行 い ま す 。

「 な か ま 」 「 創 造 活 動 」 な ど の 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に 、 さ ま ざ ま な 校 外 学 習 、 体 験 的 な 活 動

を行 い ま す 。

② 大 学 の 附 属 研 究 学 校 と し て 、 長 期 研 修 生 、 教 育 実 習 生 や イ ン タ ー ン シ ッ プ の 学 生 な ど

の 受 け入れ を し て い ま す 。

③ 大 学 の 附 属 研 究 学 校 と し て 、 一 年 間 を 通 し 、 国 内 外 か ら の 多 数 の 教 員 が 参 観 に 来 校 し た

り 、 大 学 の 研 究 の場 と な っ た り し ま す 。 ま た 、 研 究 の た め の 調 査 協力 を 保 護 者 の 方々 に も お 願

い し て い ま す 。 （ 児 童 や 保 護 者 の プ ラ イ バ シ ー や 情 報 の 保 護 に つ い て は 大 学 と も 連 携 し 、 細

心 の 注意 を し て い ま す 。 ）



平成 26年 度 学校説明会 Q&A

（１）出願について

Q:現 在 23 区 外 に 居 住 し て い て 、 年 度 末 に 区 内 に 転 居 す る 予 定 で す が 、 書 類 が 揃 っ て い れ

ば、応募資格を満たすことになるのでしょうか。

A:出願時に 23 区内に住んでいない場合は、出願資格がございません。

Q：住 民 票 以 外 に 以前 は 公 共 料 金 の領 収 書 な ど を 提出 し て い た と 聞い た が 、 そ のよ うな 書

類は、必要ですか。

A:住民票以外の公的な書類の提出はお願いしておりません。

Q:①出願時の住所と、その後の住所が違う場合、どうすればよろしいでしょうか。

②現在住んでいる区から、卒園後に他区に転居予定であるが、出願時の現住所は、どち

らを記入すればよいですか。

A:受検票には、出願時に実際にお住まいになっているところを書いてください。受検の後、

転居した場合は、速やかにお届けください。

Q:保 護 者 2 名 の 住 民 票 が 別 々 で あ る 。 ど ち ら も 住 民 票 は 23 区 に あ る が 、 影 響 は あ り ま す

か。

A:本 校 は 23 区 内 に 保 護 者 の 方 と 一 緒 に 住 ん で い る こ と が 出 願 の 、 ま た は 在 学 の 条 件 と な

ります。住民票はその状況を確認するために提出していただくものとなりますので、住民

票の内容について特別のご事情がある場合には、第二次検定の際にご説明ください。

Q:願書を 書い た保護 者と実際に出願 に来る保護者が 違う場合、名 前が異なるが、 それでも

よいでしょうか。

A:願書に 書か れた名 前と実際にいら した方が異なる 場合でも、保 護者であればど ちらの方

がいらっしゃっても構いません。

Q:外国人で印鑑がないが、サインで大丈夫か。

A:印鑑がなければ、サインでお願いします。

Q:出願時に保護者以外が来ることは可能ですか。

A:保護者 でな ければ ならないという 指定はありませ んが、できれ ば保護者の方が 来ていた

だくことが望ましいと思います。提出書類に不備があった場合にその場で対応していただ

くことになり、対応できないと書類を受理することができないことがありますので、保護

者であった方がよいと考えております。

Q:双子での受検を考えているが、保護者は、 2 名必要ですか。

A:手続きは 1 名でも構いませんが、第二次検定では、一人一人のことについてお聴きする

ので、お二人いらしていただけたらと思います。どうしてもやむない事情のある場合には

ご相談ください。

Q:夫が海 外赴 任中で す。保護者の名 前は、住民票に あるものを記 載するべきでし ょうか。

A:問題ありません。お父様もお母様も保護者と考えております。

Q:夫婦別 姓を とって おります。保護 者の氏名と第二 次検定の保護 者の姓が異なる ことがあ

り得ますが、どうしたらよいでしょうか。また、どうやった形で対応すればよいですか。

A:父母の 別姓 につい ては、受付の際 にお申し出いた だければ、対 応させていただ きます。



住民票については、家族全員分を提出していただきますので、事情に応じてご提出くださ

い。

Q:学校案内を見ると、各学年の男女が約 50 人程度ずついるが、今回募集が男女各 25 名程

度。その意図はありますか。

A:現在、新一年生の在籍は、 35 名で 3 クラス構成で、計 105 名 です。附属幼稚園から、連

携して研究している関係上、何名か入学するという関係からその人数になっています。

（２）検定について

Q:第一次検定の開場時刻を教えてください。

A:それぞれの検定の開始時刻のおよそ 30 分前が、開場時刻です。

Q:第一次検定についてですが、開始時刻に保護者が会場に来ていないといけませんか。

A:抽せんへの立ち会いは必要事項ではありません。男児の場合 9 時から抽せんを行い、 10

時 25 分 ま で 掲 示 し て あ る の で 、 そ の 間 に ご 確 認 く だ さ い 。 抽 せ ん の 結 果 、 合 格 さ れ た 場

合 は 会 場 内 にお 残 り く だ さ い。 10 時 30 分 頃 から 第 二 次 検 定 の手 続き を 開始 し ます 。そ の

時点で会場にいらっしゃらない場合は失格となります。女児の時刻については募集要項を

参照ください。

Q:第一次 検定 の抽せ んについてです が、乳幼児は入 場できないと の記載がありま すが、そ

の他の日の同伴は認められますか。

A:出願に つい ては禁 止していません 。例年、かなり 時間がかかる 場合がございま す。その

間、お待ちいただくのに、よい環境とは言えないので、ご配慮ください。第一次・第二次

・第三次検定は、検定なので同伴を認めておりません。

Q:第一次検定の検定料の振込期限はいつでしょうか。

A:出願書 類に 検定料 の振り込みの領 収書を貼ってい ただきますの で、間に合うよ うにお振

り込みください。振り込みの開始日時については、規定はございません。

Q:第二次 検定 料は、 第一次検定が終 了後、郵便局に 行ってすぐに 振り込むという ことでし

ょうか。

A:第一次検定後、合格者は、すぐに郵便局での振り込みをお願いしています。

Q:第二次 検定 の時に 同伴するものが 保護者となって いるが、同居 している祖父母 でもよい

でしょうか。

A:第二次 検定 の手続 きの際の「保護 者」は、父母と 考えています 。同居の祖父母 の方は、

対象外と考えていますが、特別な事情の場合はご相談ください。

Q:受検票 の保 護者氏 名の欄は一つで すが、検定当日 の付き添いの 保護者氏名を書 くのでし

ょうか。

A:父・母 とも 保護者 と考えています 。実際に受検会 場に付き添う のは、受検票に 書かれた

方とは別の方でも構いません。

Q:第二次検定について、子どもの服装については規定はありますか。

A:特に規 定は ありま せん。長い時間 であることと、 季節柄寒かっ たり、暖房で暑 かったり

することがあるので、お子様が動きやすい服装ということで、お考えください。

Q:第二次検定の持参物ですが、上履きは不要なのでしょうか。



A:募集要 項に 書いて いるもの以外は 、第二次検定の 書類の中に記 載してあります ので、そ

ちらをご準備ください。

Q:子どもが左利きですが、検定の際、対応してもらえますか。

A:公平な検定のための、対応をしています。ご安心ください。

Q:第二次検定の保護者への聞き取りは、どのくらいの時間ですか。

A:住所の確認やお子様のご家庭でのご様子や教育方針を簡単に伺います。

Q:第二次検定で、日本語が得意でない外国人の保護者の場合でもよろしいでしょうか。

A:出願さ れた ときの 住所の確認など をさせていただ きますので、 日常会話程度の 日本語で

の意思疎通ができないと難しいかと思います。その点にご配慮ください。

Q:第三次 検定 ですが 、子どもの行事 と重なっていま す。子どもも 抽せんに参加し ないとい

けませんか。

A:第三次検定は、保護者の方に参加していただきます。お子様の同伴や参加はありません。

Q:6 月 ま で 海 外 にい ま し た 。 帰 国児 童 の 受 け 入 れは 4 年 生 か らと 記載 さ れて い たが 、今 回

の新入生の出願にはその枠はありませんか。

A:帰国枠はございません。

Q:帰 国 児 童 の 枠 に つ い て で すが 、 4 年 生 か ら の 募集 と の こ と で すが 、 倍 率 等 は 教え て い た

だけますか。

A:帰国児童学級の募集要項をホームページにてご確認ください。

（３）本校の研究・教育課程について

Q:創造活 動と いうの は特別な教科が あるということ なのでしょう か。それとも各 教科の中

で創造的な活動が含まれているということなのでしょうか。

A:創 造 活 動 に つ い て は 、 本 校 に お い て 30 年 以 上 の 歴 史 を 持 っ て い ま す 。 そ の 前 は 大 正 時

代より「作業教育」として取り組まれております。内容としては、子どもたちの学びたい

という意欲、チャレンジしたいこと、追求することを教員と子どもたちと時代の社会的要

請と合わせてカリキュラムを構成していきます。総合的な学習の時間と近いものだと捉え

られます。詳しくは本校の出版物等をご覧下さい。

Q:協力学年担任制について教えてください。

A:例えば、一年生だと、 3 クラスに対して 4 から 5 名の教員が担当し、学年全体をみます。

各クラスを主に担当するものは決まっています。

Q:スーパ ー食 育スク ールに指定され ているとのこと でしたが、今 後どのような点 が研究と

して考えられていますか。

A:今 年 度 、「 食 に 対 し て 能 動 的 な 子 を 育 て る 食 育 プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る 」 こ と を 目 標 に 取

り組んでいます。本校は創造活動あるいは教科の中で、食べること、食に関わること、自

分でつくることに力を注いでいます。その延長線上で、自分の身体を作っている食べ物は

どのようなものか、どうやって私たちのところにやってくるのかなど総合的に扱っていく

中で食に対して能動的な児童を育てていけたらと考えています。今年度は初年度なので、

その計画と効果を検証している段階です。

Q:大学の 研究 機関で あるという説明 がありましたが 、子どものメ リット、デメリ ットはあ



ると思いますが、保護者にとってはどうでしょうか。

A:他の公 立小 学校な どとは、教育課 程が違います。 その点、こち らからの説明も 行います

が、ご理解ご協力をいただきたいと考えています。低学年では、保護者参加の行事もあり、

ともに子どもを見守っていくことになります。

Q:実験的 な授 業をし ているとのこと ですが、実践例 や今後の研究 の方向性など、 参考に教

えていただければと思います。

A:低学年 の教 育も研 究しています。 例えば、サーク ルという形の 活動というもの がありま

す。子どもたちが輪になって座り、日常の出来事の語りから教師がピックアップして学び

に つ な い で い き ま す 。 ま た 、「 え ら ぶ 」 学 習 と いう も の が ご ざ いま す 。 計 画 表 とい う も の

に 応 じ て 自 分 の 学 び を 組 み 立 て て い き ま す 。 その 他 に も、「 分 かち 合 う 時 間 」 とい う も の

が設定されており、そこではそれぞれの学びを共有し、友だちから刺激されて学びを広げ

ています。

（４）入学後の生活・保護者の関わりについて

Q:高学年は 6 時間目まで授業があるが、その後の時間に、課外活動のようなことはどのよ

うなものがありますか。

A:本 校 で は 、 課 外 活 動 は ご ざ い ま せ ん 。 ほ ぼ す べ て の 学 年 に 30 分 程 度 、 放 課 後 遊 び の 時

間があり、希望者が残って遊んだり、様々な活動をしたりしています。

Q:6 年 間 に 1 度 の 役 員 を す る との こ と で す が 、フ ル タ イ ム で 働い てい る 人で も 役員 は可 能

ですか。また、現在在学中のご家庭で、どれくらいの保護者がフルタイムで働いています

か。役員以外でも学校に足を運ぶ機会はどのくらいありますか。

A:役員については、お仕事にかかわらず、在学中に 1 度お願いしています。現在、在学中

の保護者の方がどの程度フルタイムで働いているかは分かりかねますが、かなり多くの方

が働いていると感じています。役員の仕事以外で、来校することは、特に低学年において、1

年の時は途中まで送ったり迎えにいらしたりしています。学校に慣れるにつれて、だんだ

ん と一 人 で登 校 する よう に なっ て いま す。 1 年 生を 本校 では入 門期 といい ますが 、保 護者

の方々に、本校の教育活動にご参加いただくことが多くあります。それぞれのご家庭の事

情によってということはありますが、できるだけ学校に来ていただけると子どもたちも喜

ぶかと思います。各学年とも、学年保護者会が、学期 1 ～２回あります。こちらには必ず

出席していただくようにお願いしています。その他、図書ボランティアや環境整備ボラン

ティアなど、ご活躍いただく機会はたくさんございます。

（５）その他

Q:入 学 手 続 き の 後 、 初 年 度 に 38 万 円 程 度 の 納 入 と の 話 が あ り ま し た が 、 お お よ そ い つ 頃

までに納入するのでしょうか。

A:同窓会 の入 会金な どは、それぞれ の団体が指定し た日となりま す。こちらにつ いてはお

おむね 4 月の初旬から半ば頃となります。給食費や諸経費などの費用は、銀行引き落とし

となっており、 4 月下旬頃です。

Q:小学校卒業後の進路について教えてください。



A:子ども たち 一人ひ とりが自分の進 路をどうするか を保護者と学 校と相談して決 めていき

ます。その結果として附属中学校を選び受検することもあり、他校に進学することもあり

ます。


